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浦川原中学校だより － おおらかに、たくましく生きぬく生徒 －

き ず な
重 点 目 標

（１）自ら学ぶ意欲を高め、確かな学力を育む授業の充実
（２）豊かな心と主体的に生きる力を育てる特別活動･部活動の充実
（３）将来の生き方を考えさせる体験活動の充実
（４）地域とともに歩む学校の実現に向けた、家庭や地域との連携強化

第７号 令和４年１１月１８日発行

人 生 時 計
校 長 中澤 正明

保護者の皆様、先日は音楽フェスティバルに御来校いただき、誠にありがとうございました。当日は、生徒皆
さんの一生懸命さと素晴らしい歌声で、大きな感動の渦が体育館中に広がり、成功裡に終了することができま
した。また、午後のPTA親子奉仕作業では、大変にお世話になりました。おかげさまで、校舎内外をきれいにし
ていただき、冬支度を終えることができました。

さて、11月を迎え、２学期の最大行事でもある「音楽フェスティバル」が終了し、勉強に腰を据えて取り組む
時期になりました。特に、３年生は第３回上進連テストが終了し、間もなく、第３回定期テスト、三者面談の時期
を迎えます。学習計画をしっりと立てて、十分に準備をし、蓄えた力を存分に発揮してください。この第３回定期
テストが終了するといよいよ高校入試を左右する調査書の１年生から３年生の２学期までの評定が確定しま
す。この時期、一般的な中学校3年生の中には、不安が先立って中々勉強に集中できない人もいるようです。

私もかつて受験生であった頃、同様の経験をしました。その様な時に、担任の先生が「人生を時計に置き換
え、その人の人生を２４時間で表した話」をしてくれたのを覚えています。それは、「今の年齢を『３』で割った数
字が、その人の歩いている時刻を表している」というものでした。
例えば、３０歳の人の場合は、「３０÷３＝１０」となりますので、その人は人生の「午前１０時」頃を歩いている

ことになります。私は、５６歳ですので、「５６÷３＝1８.666」となりますので、私の人生時計は、18時過ぎを示し
ていることになります。ですから、今日一日の仕事が終わり、夕方から徐々に夜が深まっていくという訳です。
中学生の皆さんを１３歳から１５歳の３年間をこの例えに当てはめると、朝の午前４時から午前５時の１時間

に相当します。中学生の時期は、一日２４時間ある内の、僅か１時間でしかありません。まだまだ、若い皆さん
は、一日の内の８割に相当する２０時間の時間があるということになります。これからたくさんある時間をどのよ
うに使っていくかを想像するだけでやりたいことが次々と思い浮かぶのではないでしょうか。

これから、寒さが一段と厳しくなる冬の季節を迎えます。午前４時から午前５時の時間帯は、一日の内で最
も気温が低い時間帯でありますが、新しい一日の始まりを今か今かと待ちわびる夜明け前の時間帯でもあり
ます。皆さんは、今は厳しくても、これから始まる活動的な人生に向けて、今正に、明るい日差しが差し込めてい
る所に立っているのです。
３年生の皆さんは、これまでの中学校３年間の生活をとおして、これから自

分の将来を想像するために必要な力を蓄えてきています。そのことに自信をも
ち、決して焦ることなく、じっくりとこの時間を過ごし、やがて訪れる夜明けへの
期待をもって、しっかりと次の一歩を踏み出してほしいと願っています。
寒さに負けず、やがて来る春に向かって、弛みない努力を続けてください。
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■音楽フェスティバル
１０月２９日（土）に、「Let's sing～響かせよう美しいハーモニー～」のスローガンの下、音楽フェスティバ

ルが行われました。各学級の合唱は、どの学級も中間発表会に比べ見違えるように良くなり、元気な歌声、美
しいハーモニーを体育館一杯に響かせました。吹奏楽部の演奏は、聴き手を引き込む楽しいものでした。準備
を重ねた実行委員、努力を重ねた指揮者や伴奏者、スローガンを作製した文化部の人たちなど、様々な人た
ちの頑張りで大成功に終わった音楽フェスティバルでした。 合唱実行委員から一言いただきました。
○ 音楽フェスティバル副実行委員長 ■■ ■■ さん

音楽フェスティバルの準備期間は実行委員が中心となり、練習に励むことができました。さらに、各パート
で振り返りを行ったり、指揮者や伴奏者の意見を聞いたりして、皆でより良い合唱をつくることができ、本番
も大成功に終えることができました。これからの学校生活もクラスで協力して取り組みたいです。
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■PTA親子奉仕活動
10月2９日（土）の午後に、PTA親子奉仕活動として、冬囲い及び校内美化作業を行いました。自分たちが

使っている校舎を感謝の気持ちをもって活動を行いました。保護者の皆様の力強い応援をいただき、清掃活
動、冬囲いが完了しました。貴重な時間を割き、参加していただいた保護者の皆様、準備・運営していただいた
総務部の皆様、大変ありがとうございました。生徒から感想を述べてもらいました。
○ 3年Ａ組 ■■ ■■ さん

私は外の冬囲いの作業をしていました。そこで、思ったことは、多くの人（保護者や生徒、先生方）と
協力して作業を行うと、作業効率が上がることはもちろんですが、人と人の仲や絆が深まるということがよく
分かりました。また、作業について詳しい人が指示を出し、しっかりと自分の役割を果たすことが大切という
ことも分かりました。反省としては作業を行う一方で、感謝をしていなかったということです。この後の生活
で、「3年間ありがとうございました。」ということを心の中で思いながら過ごしていきたいと思います。
作業は、大きな怪我がなかったので良かったです。学校の冬囲いは家で行う冬囲いとかなり違い新鮮な体
験をすることができました。真剣に作業を行い、怪我なく終えることができて良かったです。

■１年「浦川原いいとこ探し」

｢浦川原いいとこ探し｣の活動に御協力いただいた皆様
〇飯室神楽：松浦 良昭 様 、 他保存会の皆様 〇保倉川太鼓：五井野 利一 様
〇月影雅楽：岩崎 広記 様

１１月８日（火）に、浦川原の伝統・文化について見聞し、その魅力を発信する活動につなげるために、区内
を訪問、体験する活動として「浦川原いいとこ探し」を行いました。地域協議会の皆様や総合事務所教育・文
化グループの御協力のもと実施されました。参加した1年生の感想です。
○ 1年Ａ組 ■■ ■■ さん

飯室神楽では、天狗の仮面や動作に魂が入っている感じがして凄いと思いました。また、後継者不足で途
絶えてしまった時に、約3年かけて人を集めて復活させて、今も飯室神楽が続いているのは、多くの努力があ
ったからだと感じました。月影神楽では、吹くことが難しい楽器を体験しました。とてもきれいな音色が感動し
ました。保倉川太鼓では、今までの歴史や演奏スタイルなどを知ることができました。特に、演奏では、太鼓
の正面に立たず、横に立って演奏し、太鼓を斜め台に置いた｢斜め打ち｣という打ち方が印象的でした。浦川
原区にあっても知らないことがあり、どれも後継者に悩んでいると分かりました。これからは、地域のことも考
え、後継者不足を解消できるように考えていきたいです。
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■オール浦川原あいさつ運動
10月24日（月）～26日（水）に、今年度２回目のオール浦川原あいさつ運動を実施しました。青少年育成

会議の皆さん、浦川原小学校の児童と共に、挨拶で浦川原を盛り上げようと活動を行いました。冬の寒さを感
じる日でしたが、活気ある挨拶で温かく一日をスタートすることができました。参加した生徒の感想です。
○ 2年Ａ組 ■■ ■■ さん

家族や地域の人に挨拶をして返してもらえたので嬉しかったです。次回はもっと大きな声で、挨拶できる
ようにしたいです。

○ 2年Ａ組 ■■ ■■ さん
朝起きて家族にしっかりと挨拶ができました。学校に来て、一緒に挨拶をしてくださった地域の方々にも自

分から挨拶ができて良かったです。目標通り挨拶３原則を意識し、相手が気持ちよく1日を過ごせるように
挨拶ができたと思います。｢挨拶運動だから｣ではなく普段から意識して自主的に挨拶をしていきたいです。
友達同士の挨拶もしっかりとでき、協力して挨拶運動に取り組むことができて良かったです。

■お知らせ
今年度も、２学期末保護者会に合わせ、作品展を１２月６日（火）～９日（金）に行います。授業や部活、行事

等で作製した生徒の作品に加え、今年度は、保護者や地域の皆様の作品も展示したいと考えています。つきま
しては、出品の希望がございましたら、担当（伊藤）までお知らせください。

■１２月の行事予定
日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定

１ 木 全校朝会、生徒会役員選挙立会演説会・投票 17 土

２ 金 18 日

３ 土 19 月

４ 日 20 火 臨時生徒総会

５ 月 21 水 預かり金再振替日

６ 火 個別面談（3年生のみ）、作品展 22 木 第2回球技大会

７ 水 個別面談、作品展 23 金 ２学期終業式

８ 木 個別面談、作品展 24 土

９ 金 個別面談、作品展 25 日

10 土 県アンサンブルコンテスト 26 月

11 日 27 火

12 月 預かり金振替日 28 水 部活動なし

13 火 29 木 学校閉庁日（部活動休止）

14 水 30 金 学校閉庁日（部活動休止）

15 木 専門委員会 31 土 学校閉庁日（部活動休止）

16 金

【お知らせ】

「浦川原中学校のホームページを御覧ください」

浦川原中学校のホームページでは、教育活動の様子を随時紹介しております。

是非、右の QR コードにアクセスいただき、学校や生徒の様子を御覧ください。


